
全全全全組組組組合合合合員員員員臨臨臨臨時時時時大大大大会会会会をををを開開開開きききき、、、、

切切切切実実実実なななな組組組組合合合合員員員員のののの声声声声のののの集集集集約約約約をををを
今回、数回の組合報告ビラで会社譲渡を片づけるには問題

が大きすぎます。組合本来の立場に立ち、労働者無視の抜き

打ちの企業譲渡に遅れることなく、ただちに全組合員対象の

臨時大会を開き、切実な組合員の声を集約すべきです。
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★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田)
ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

安心して働き続けられる職場を

働き が い の ある 人 間 ら し い仕 事 を
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日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
赤
字
経
営
が

続
き
、
07
年
に
は
売
却
寸
前
ま
で
行
っ
た
経
営
危
機

を
乗
り
越
え
黒
字
基
調
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
収

益
回
復
の
た
め
に
、
人
員
削
減･

合
理
化･

コ
ス
ト
削

減･

長
時
間
労
働･

メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
疾
患
な
ど
、
労

働
者
の
多
く
の
犠
牲
が
と
も
な
い
ま
し
た
。

藤
沢
事
業
所
の
旧
Ｉ
Ｂ
Ｍ
労
働
者
か
ら
は
03
年
日

立
へ
の
身
売
り
か
ら
、
さ
ら
に
Ｗ
Ｄ
社
へ
の
二
度
目

の
身
売
り
と
な
り
、
怒
り
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

有
無
を
い
わ
せ
な
い
企
業
売
買
の
繰
り
返
し
が
許
さ

れ
て
よ
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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過
去
の
事
業
統
合
に
お
い
て
も
、
企
業
間
の
労
働

条
件
の
格
差
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ｄ
社
の
企
業
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

Ｗ
Ｄ
日
本
法
人
の
労
働
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
賃
金
、
米
国
企
業
に
な
い
一
時
金
や
退
職
金
の

扱
い
、
年
金
制
度
や
日
立
の
健
康
保
険
制
度
、
寮･

社
宅
な
ど
の
住
宅
制
度
は
な
ど
不
明
確
な
問
題
点
が

多
く
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
立
労
組
は
日
立

製
作
所
に
対
し
、
Ｗ
Ｄ
社
に
売
却
後
の
情
報
開
示
と

労
働
条
件
を
具
体
的
な
資
料
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う

求
め
る
べ
き
で
す
。

日日日日立立立立労労労労組組組組ＧＧＧＧＳＳＳＳＴＴＴＴ支支支支部部部部のののの
対対対対応応応応はははは

日立労組ＧＳＴ支部は日立ＧＳ

Ｔに対して申し入れを行い、次の

ような確認事項と会社の回答を組

合員に報告しました。

・従業員の雇用に関して統合後の

18ヶ月は労使合意に変更がなけ

れば雇用条件を基本的に維持する。

・事業譲渡後の給与･処遇･制度は

統合に伴う変更はない。

・従業員に対する不利益変更につ

いては労使協議による合意が必要

である。

・ＷＤ社に関する情報が不足して

いるため、詳細な情報開示を求め

る。
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３
月
７
日
、
日
立
製
作
所
は
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
日

立
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
レ
ー
ジ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
（
日

立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
を
米
国
企
業
ウ
ェ
ス
タ
ン
デ
ジ
タ
ル

（
Ｗ
Ｄ
）
社
へ
売
却
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
直
後
に
行
わ
れ
た
小
田
原
事
業
所
、
藤
沢
事

業
所
の
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
幹
部
も

寝
耳
に
水
の
売
却
劇
で
、
９
月
下
旬
を
目
処
に
譲
渡

を
完
了
す
る
と
報
告
す
る
一
方
、
詳
細
は
こ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
で
す
。

日日日日
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東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
は
も
ち
ろ
ん
全
国
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
日
立
関
連
の
各
工
場
は
、

立
ち
上
が
っ
て
き
た
と
は
い
え
フ
ル
稼
働
に
は
ほ
ど
遠

い
状
態
で
す
。
さ
ら
に
西
日
本
の
事
業
所
で
も
半
導
体

な
ど
の
部
品
が
入
手
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
生
産
を
相

当
落
と
し
て
生
産
を
行
う
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

正
社
員
は
休
業
と
な
っ
た
場
合
、
あ
る
程
度
の
補
償

は
あ
り
ま
す
が
、
非
正
規
労
働
者
は
休
業
や
計
画
停
電

な
ど
の
就
業
停
止
で
、
補
償
が
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
雇
用
調
整
助
成
金
の
活
用
も
含
め
て
、
「
正

規
・
非
正
規
」
関
係
な
く
雇
用
を
守
る
た
め
に
努
力
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
と

私
た
ち
の
「
働
き
方
」
も
見
直
し
時
期
で
す
。
深
夜
ま

で
の
残
業
や
休
出
な
ど
は
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
進
め
な
が
ら
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
活
で

き
る
労
働
環
境
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

震震震震
災災災災
時時時時
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雇雇雇雇
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　 　　 日 立 関 連 2011年 春 闘 一 時 金 回 答 状 況　 　　 日 立 関 連 2011年 春 闘 一 時 金 回 答 状 況　 　　 日 立 関 連 2011年 春 闘 一 時 金 回 答 状 況　 　　 日 立 関 連 2011年 春 闘 一 時 金 回 答 状 況
会社名 要求（月数） 回答（月数）

日立製作所 5.5 5.30

日立オムロンターミナルソリューションズ 5.5 4.50*1

日立オートモティブシステムズ 5.5 5.30

日立コンシューマエレクトロニクス 5.5 4.75

日立グローバルストレージテクノロジーズ 5.9 5.50

日立アプライアンス 5.0 4.85

日立エンジニアリングアンドサービス 5.5 4.82

日立工機 5.0 4.55

日立プラントテクノロジー 5.2 5.00

日立国際電気 5.2 4.60

日立ディスプレイ 5.0 4.26

日立電線 4.5 4.05

日立電子サービス 5.0 4.75

日立超ＬＳＩシステムズ 4.0 3.10

日立アイイーシステム 5.0 4.30

日立情報通信エンジニアリング 5.0 4.70

日立コンピュータ機器 4.9 4.43

日立協和エンジニアリング 4.75 4.50

日立アイシーシー 4.7 4.37

ルネサスエレクトロニクス 4.5 4.00

日本ＡＥパワーシステムズ 5.0 4.35

*1 ＋業績回復感謝金（0.5カ月）
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
の
シ
ョ
ツ
ク
は

会
社
の
生
産
設
備
も
あ
る
が
、
家
庭
で
の
被
害
、

損
失
も
大
き
く
未
だ
続
く
余
震
と
、
収
束
の
見

え
な
い
福
島
第
一
原
発
の
放
射
性
物
質
放
出
へ

の
不
安
と
怒
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
立
創
業
の
地
で
あ
り
多
く
の
グ
ル
ー
プ
企

業
が
集
中
立
地
、
操
業
し
て
い
る
茨
城
北
部
地

域
の
ほ
ぼ
中
心
地
に
位
置
す
る
日
本
原
電
の
東

海
第
二
原
発
は
06
年
の
耐
震
指
針
の
見
直
し
を

受
け
防
護
壁
の
か
さ
上
げ
と
海
水
ポ
ン
プ
の
囲

い
込
み
に
よ
り
保
安
院
か
ら
「
妥
当
」
と
評
価

さ
れ
て
い
た
が
、
３
台
の
内
１
台
が
水
没
故
障

す
る
紙
一
重
の
危
う
さ
だ
っ
た
と
言
う
。
想
定

外
な
ど
と
言
い
訳
は
絶
対
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

福
島
第
一
原
発
の
30
キ
ロ
圏
の
日
立
工
機
原

町
の
状
況
を
見
る
ま
で
も
な
く
原
発
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
と
し
て
「
日
立
」
は
潜
在
的
危
険
と

真
摯
に
向
き
合
う
べ
き
で
す
。

日
立
工
機

ルルルル
ネネネネ
ササササ
スススス
那那那那
珂珂珂珂
工工工工
場場場場
のののの

再再再再
開開開開
６６６６
月月月月
にににに
前前前前
倒倒倒倒
しししし

ル
ネ
サ
ス
の
大
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
珂

工
場
は
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
建
物
や

製
造
装
置
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
早
く
て
も

再
開
が
７
月
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
４
月
12

日
、
当
初
の
見
込
み
か
ら
約
１
カ
月
前
倒
し
と

な
る
６
月
に
生
産
再
開
す
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ル
ネ
サ
ス
は
自
動
車
を
制
御
す
る
マ
イ
コ

ン
で
世
界
シ
ェ
ア
３
割
を
握
る
最
大
手
で
あ
り
、

那
珂
工
場
は
自
動
車
用
マ
イ
コ
ン
で
全
社
の
２

５
％
を
生
産
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
停
止
が
長
引
け
ば
、
世
界
の
自
動
車
生
産

に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
震
災
直
後
か

ら
自
動
車
大
手
や
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
数
百
人

が
支
援
に
駆
け
付
け
、
建
屋
、
水
や
ガ
ス
な
ど

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
修
復
、
製
造
装
置
の
修
理
や

調
整
を
進
め
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
武
蔵

計計計計
画画画画
停停停停
電電電電
のののの
影影影影
響響響響

３
月
11
日
（
金
）
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
首
都
圏
に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
ま
す
。
（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
、
計
画
停
電
の

影
響
も
あ
り
勤
務
時
間
が
変
則
的
に
な
っ
た
り
、

部
署
に
よ
っ
て
は
夜
勤
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
事
業
所
に
常
駐
し
て
い
る

（
日
立
超
Ｌ
）
従
業
員
も
数
多
く
い
ま
す
が
、

そ
ち
ら
で
は
土
日
の
休
日
を
出
勤
に
し
代
わ
り

に
平
日
を
代
休
に
す
る
な
ど
の
措
置
も
取
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
休
日
出
勤
と
代
休
の
日
に

は
結
局
一
度
も
計
画
停
電
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
４
月
初
旬
か
ら
は
基
本
的

に
計
画
停
電
は
行
わ
れ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
。

緊
急
時
だ
か
ら
と
言
う
理
由
で
会
社
の
事
業

を
最
優
先
し
、
従
業
員
の
生
活
や
家
族
に
大
き

な
犠
牲
を
強
い
る
よ
う
な
方
法
で
は
長
続
き
は

し
ま
せ
ん
。
個
人
の
生
活
や
社
会
生
活
と
共
存

で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
運
営
を
行
な
う
事
が
、

持
続
性
の
あ
る
事
業
を
育
て
る
事
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

日
立
超
Ｌ

駅駅駅駅
のののの
外外外外
にににに
まままま
でででで
行行行行
列列列列

震
災
の
翌
営
業
日
の
３
月
14
日
（
月
）
は
、

東
電
の
輪
番
停
電
が
始
ま
り
、
首
都
圏
の
各
鉄

道
が
路
線
の
運
休
や
間
引
き
運
転
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、
運
行
ダ
イ
ヤ
に
大

幅
な
遅
れ
が
生
じ
て
、
電
車
と
ホ
ー
ム
は
超
満

員
の
状
態
だ
っ
た
の
で
、
会
社
に
出
勤
す
る
だ

け
で
非
常
に
疲
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
て
会
社
に

着
い
て
み
る
と
、
半
分
以
上
の
人
は
出
勤
で
き

て
い
な
か
っ
た
為
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
に
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
帰
宅
時
、
駅
に
着
い
て
み
る
と
、
電

車
は
動
い
て
お
ら
ず
、
駅
の
外
に
は
人
の
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
駅
の
ホ
ー
ム
ど
こ
ろ
か
、

駅
構
内
に
も
入
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
電

車
で
帰
る
こ
と
は
諦
め
て
、
友
人
に
車
で
家
ま

で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

駅
の
外
に
ま
で
人
が
溢
れ
て
い
る
の
は
初
め

て
み
る
光
景
で
、
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス

余余余余
震震震震
のののの
連連連連
続続続続
でででで
スススス
トトトト
レレレレ
スススス
がががが
限限限限
界界界界
にににに

３
月
11
日
の
大
地
震
か
ら
１
ヶ
月
以
上
経
ち

ま
す
が
、
毎
日
の
よ
う
に
余
震
が
続
き
、
不
安

な
中
で
生
活
・
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
以
後
の
余
震
の
回
数
は
４
０
０
回
近

く
、
震
度
５
以
上
は
２
６
回
、
震
度
６
以
上
で

も
７
回
（
４
月
６
日
現
在
）
だ
そ
う
で
す
。
職

場
で
は
そ
の
後
も
２
回
、
避
難
す
る
事
態
が
起

き
ま
し
た
。
携
帯
の
「
緊
急
地
震
速
報
」
メ
ー

ル
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
の
後
に
全
員
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
余
震
が
来
る
度
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
、
他
部
署
に
出
か
け
る
と
き
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
携
帯
で
す
。
今
後
全
国
で
大
き
い

地
震
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が
限
界
に
近
づ

い
て
い
ま
す
。

日
立
・
大
み
か

●●●●今今今今おおおお薦薦薦薦めめめめのののの映映映映画画画画『『『『東東東東京京京京原原原原発発発発』』』』
福島原発の放射能漏れが深刻化し、日

本の核エネルギー政策の是非が問われています。そ

んな今だからこそお薦めしたい映画が『東京原発』です。

物語は都知事が東京への原発誘致を宣言したことに始まり、

推進派と反対派で原発の安全性や必要性について熱い議論

が交わされます。エンターテイメントとしても面白いので

すが、原発問題を一から学べる内容になっています。本作

品は２００４年に公開されたものですが、今の日本の事態

を予期する指摘が多くあり、今回の事故は想定外ではなく、

「いつかは起こる事故」だったと思わずにはいられません。

今、本当に原子力が必要か、みんなが真剣に議論するべき

だと思います。このままきちんとした議論がされず、事故

は記憶の奥にしまわれて、再び原発推進の方向に日本が進

んでいくことを

危惧しています。
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（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！


